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　「第31回カッパハーフマラソン」は12月４日、登米総
合体育館前を発着点に開かれ、2967人が秋の登米路を
駆け抜けました。レースはハーフ、10㌔、５㌔など28部
門で競われ、懸命に走るランナーたちに沿道から温か
い声援が送られました。28部門のうち５部門で本市の
ランナーが上位入賞しました（３位まで）。
【男子】 ▼３㌔中学生＝②斉本岳（中田町）、③佐藤天哉（米
山町） ▼２㌔小学生＝③千葉遼（南方町）【女子】 ▼５㌔40
～59歳＝②佐藤清生子（豊里町） ▼同60歳以上＝②八巻和
子（石越町） ▼３㌔中学生＝③内海菜羽（中田町） ▼２㌔小
学生＝②川嶋心結（中田町）、③津花藍里（米山町）

同日は、12月とは思えない穏やかな陽気の中でのレースなり、子ど
もたちも大人に負けじと、自己記録更新に挑戦しました。

　「第２回新田・食の文化祭」（新田・食の文化祭実行委
員会主催）は11月27日、新田公民館で開かれ、市内外か
ら訪れた約500人が食文化を通じて交流しました。
　新田・食の文化祭は、地域の食文化の再発見と地域住
民のコミュニケーション促進を目的に開催。同日は、
地域に伝わる「ヒヤネの漬物」や個性あふれる里芋グラ
タンなど、185点の料理が出品され、食環境ジャーナリ
ストの金丸弘

ひろ

美
み

氏の講演会も開かれました。
　南三陸町から訪れた西城良

りょう

子
こ

さんは「隣町でも、普
段食べているものに違いがありますね。料理の参考に
したいと思います」と新田の食を楽しんでいました。

南三陸町、石巻市や遠くは福島県喜多方市などから、来場者が訪
れ、食を通じて交流を深めていました。

　「子供議会2016」（とめ青年会議所主催）は11月８日、
市役所議場で開かれ、市内10校から選ばれた20人の中
学生が市長らと議論を交わしました。
　子供議会は、とめ青年会議所が中学生にまちづくり
への関心を高めてもらおうと、2009年から開催。子ど
も議員は、市のまちづくりについて、中学生の視点で
質問し、布施孝

たか

尚
ひ さ

市長、佐藤信
のぶ

男
お

教育長らが市の考えを
述べました。佐々木秀

ひで

都
と

さん＝新田中２年＝は「自分や
市の未来のためにも、政治に関心を持たなければなら
ないと思いました」と若い年代のまちづくり参加の必
要性を感じていました。

「人口増加のためにどのような策を講じるのか」など、市の未
来について真剣な議論が交わされました。

　県自治体制作のＣＭ作品を紹介する「2016みやぎふ
るさとＣＭ大賞発表審査会」（東日本放送主催）は11月
29日、仙台市泉区のイズミティ21で開かれました。
　ＣＭ大賞は、東日本放送が 2002 年から毎年開催して
おり、今年は29市区町村と県から30の作品が応募され
ました。本市は「私にとって」と題した作品を出品。作品
は、食やスポーツ活動を通して「人のつながりを大切
にするまち」を表現しました。
　審査の結果、入賞を逃しましたが、構成などで高い評
価をいただきました。発表審査会の模様は、１月３日午
後４時５分から東日本放送で放映されます。

発表審査会には、ＣＭ出演者５人が出席。壇上での作品紹介は、
緊張しながらもしっかり登米市をＰＲしていました。

事例発表会には約100人が参加。発表者は、スライドなどを使
い、より効果的に取り組みを紹介しました。

　第 54 回特別企画展「世界名作劇場展」は10月22日か
ら、石ﾉ森章太郎ふるさと記念館で開かれています。
　世界名作劇場展は、児童文学を原作としたテレビア
ニメシリーズ「世界名作劇場」全26作品の原画、セル画、
テレビ放送で使用されたアフレコ台本や絵コンテなど
の貴重な資料が展示されています。
　また、「フランダースの犬」や「あらいぐまラスカル」
など、子どもから大人まで幅広い年代に愛され続けて
いる作品の名場面を、ジオラマや映像で再現。家族愛、
友情や人間愛を描いた感動の名作を、ぜひご家族でご
覧ください。期間は１月22日まで。

栗原市から訪れた菅原正喜さん夫妻は「ここは昔を思い出せる貴
重な場所。次回は孫たちと来たいです」と話していました。

　「地域づくり事業事例発表会」は11月30日、中田農村
環境改善センターで開かれ、市内コミュニティ団体が
地域課題解決に向けた取り組みなどを紹介しました。
　事例発表会は、コミュニティ団体関係者が集まり、事
例紹介、情報交換を通して、地域づくり活動促進を目
的に開催。同日は、新田地区コミュニティ推進協議会な
ど４団体が事例発表。質疑応答では、参加者が発表者に
積極的に質問、課題解決の糸口を探りました。上沼コミ
ュニティ推進協議会の青木さおりさんは「他の取り組
みは参考になります。自分たちも負けないように頑張
ります」と地域づくりへの思いを新たにしました。


